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は
じ
め
に

　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
二
推
古
天
皇
十
二
年
夏
四
月
の
条
に
は
聖
徳
太
子
の

十
七
条
憲
法
が
あ
り
、

一
曰
、
以
レ
和
爲
貴
、
無
レ
忤
爲
レ
宗
。
人
皆
有
レ
党
、
亦
少
二
達
者
一
、
是

以
或
不
レ
順
二
君
父
一
、
乍
違
二
于
隣
里
一
。
然
上
和
下
睦
、
諧
二
於
論
一レ
事
、

則
事
理
自
通
。
何
事
不
レ
成
。

二
曰
、
篤
敬
二

三
宝
一
。
三
宝
者
仏
・
仏
・
法
・
僧
也
。
則
四
生
之
終
帰
、

万
国
之
極
宗
。
何
世
何
人
、
非
レ
貴
二
是
法
一
。
人
鮮
二
尤
悪
一
、
能
教
從
之
。

其
不
レ
帰
二
三
宝
一
、
何
以
直
レ
枉
。
（
１
）

と
三
宝
の
重
要
性
を
説
く
。
仏
教
的
な
価
値
基
準
と
し
て
、「
二
に
曰
く
、
篤
く

三
宝
を
敬
へ
。
三
宝
と
は
仏
・
法
・
僧
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
「
三
宝　

仏
宝
、

法
宝
、
僧
宝
」（『
十
巻
本
伊
呂
波
字
類
抄（
２
）』）

や
「
三
宝 

サ
ン
ボ
ウ
〈
仏
宝
、
法

宝
、
僧
宝
也
〉」 （『
下
学
集（
３
）』）

に
あ
る
通
り
、
仏
法
僧
は
三
宝
で
あ
り
、
仏
教
的

に
最
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
事
項
と
し
て
「
仏
」
は
悟
り
を
開
い
た
教
え
の
主
、

「
法
」
は
そ
の
教
え
の
経
典
、「
僧
」
は
そ
の
教
え
を
信
奉
す
る
僧
侶
を
い
い
、
こ

れ
を
世
の
宝
に
た
と
え
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
中
世
社
会
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
新
仏
教
を
始
め
と
し
て
、
戦
乱
と
宗
教
が

表
裏
に
な
っ
て
存
在
し
、
特
に
天
台
宗
を
中
心
と
し
た
仏
教
の
持
つ
権
力
は
政
治

的
に
も
強
大
な
も
の
が
あ
る
。
三
宝
は
敬
わ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
り
、
法
は
仏
典

に
か
か
れ
た
教
え
の
内
容
で
あ
る
。
で
は
狂
言
と
い
う
舞
台
空
間
に
お
い
て
仏
法

を
「
も
じ
る
」
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
。

　

狂
言
『
魚
説
教
』（
大
蔵
流
）・『
魚
説
法
』（
和
泉
流
）
は
、
と
も
に
崇
拝
の
対

象
で
あ
る
尊
敬
す
べ
き
仏
教
的
教
え
を
言
葉
遊
び
で
あ
る
「
も
じ
り
」
を
も
ち
い

て
冒
瀆
し
、
異
な
る
事
物
を
言
語
の
「
ズ
レ
」
と
い
う
力
で
呼
び
出
し
、
お
き
替

え
る
こ
と
で
「
笑
い
」
を
醸
成
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
仏
教
的
教
義
を
卑
近
な

事
物
に
か
え
笑
い
に
変
化
さ
せ
る
点
に
要
所
が
あ
る
が
、
敢
え
て
説
教
・
説
法
に

「
魚
」
を
つ
け
て
生
臭
坊
主
と
い
う
存
在
を
象
徴
し
「
魚
」
と
い
う
世
俗
的
な
存

在
へ
僧
侶
の
存
在
自
体
を
変
換
す
る
。
仏
教
的
に
権
威
あ
る
存
在
に
対
し
て
落
差

を
つ
け
な
が
ら
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
言
語
遊
戯
に
な
っ
て
い
る
点
が
「
笑
い
」
を
つ

く
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
仏
教
の
教
え
に
「
泥
中
蓮
華
」、
す
な
わ
ち
泥
の
中
か
ら
さ
く
蓮
の
花

狂
言
『
魚
説
教
』
に
お
け
る
狂
言
綺
語
思
想
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に
た
と
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
俗
世
間
的
な
中
に
あ
っ
て
も
、
成
仏
得
道
、
仏
の
悟

り
の
世
界
へ
と
つ
な
が
る
大
い
な
る
大
悲
か
ら
出
現
し
た
「
狂
言
綺
語
」
説
、
す

な
わ
ち
嘘
偽
り
と
い
え
る
虚
構
の
世
界
観
の
中
に
も
「
先
、
神
代
・
仏
在
所
讚
仏

転
法
輪
の
因
縁
を
守
り
、
魔
縁
を
退
け
、
福
祐
を
招
く
」（『
風
姿
花
伝
』
第
四
（
４
））

と
い
う
価
値
観
が
反
映
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
室
町
時
代
以

後
当
時
す
で
に
国
家
的
な
権
力
と
と
も
に
あ
り
そ
の
統
制
に
権
力
者
が
苦
慮
し
た

仏
教
の
権
威
性
を
意
図
的
に
風
刺
し
失
墜
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
の
か
。
仏

教
思
想
に
お
い
て
、
物
語
が
狂
言
綺
語
説
に
よ
っ
て
、
虚
構
作
品
も
肯
定
的
に
捉

え
ら
れ
て
い
く
過
程
は
、
日
本
独
自
の
仏
教
的
発
想
の
転
換
法
で
あ
り
、
狂
言
の

設
定
に
お
い
て
は
対
象
へ
の
批
判
・
悪
口
・
雑
言
を
言
い
な
が
ら
、
そ
の
意
味
か

ら
教
え
を
示
唆
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
『
魚
説
教
』（『
魚
説
法
』）
の
世
界
観
と
仏
典
の
も
じ
り
、
そ
し
て

『
天
正
狂
言
本
』
に
あ
る
同
じ
趣
向
の
「
鳥
説
教
」
を
対
象
と
し
て
、
江
戸
幕
府

へ
と
移
行
す
る
に
際
し
て
の
経
典
を
も
じ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
い
こ
う
。

一　

堕
落
を
描
写
す
る
こ
と

　
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
い
う
思
想
は
、
煩
悩
を
肯
定
的
に
捉
え
「
煩
悩
」
が
あ
れ

ば
こ
そ
そ
れ
が
機
縁
と
な
り
「
菩
提
」
へ
と
つ
な
が
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
つ

ま
り
狂
言
に
お
い
て
本
能
的
な
欲
に
ま
み
れ
て
、
戒
律
を
破
る
行
動
を
舞
台
上
で

行
っ
て
も
、
そ
れ
は
客
観
的
な
視
点
か
ら
享
受
す
る
見
所
側
の
思
想
に
お
い
て

「
菩
提
」
へ
と
転
換
さ
れ
得
る
。

　

戒
律
が
求
め
ら
れ
る
の
は
出
家
者
で
あ
り
、
狂
言
の
中
に
は
僧
侶
が
主
人
公
と

し
て
登
場
す
る
一
連
の
作
品
群
が
あ
り
、
大
蔵
流
で
は
こ
れ
を
出
家
類
と
分
類
し

て
い
る
。
こ
の
戒
律
と
は
、
仏
の
定
め
ら
れ
た
禁
戒
で
あ
り
、
仏
道
者
の
修
行
の

原
理
・
規
範
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
特
に
五
戒
は
基
本
的
な
戒
律
で
あ
り
、
日
本

に
お
い
て
も
『
十
巻
本
字
類
抄
』「
五
戒 

五
智
如
来
衆
生
を
勧
誡
せ
し
め
て
作
せ

る
所
の
業
也　

不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
・
不
妄
語
・
不
飲
酒
」
と
あ
る
。
さ

ら
に
修
行
の
過
程
に
お
い
て
は
在
家
で
あ
っ
て
も
八
戒
（
八
斎
戒
）
と
な
る
と
、

一
日
の
修
行
と
は
い
え
、
よ
り
達
成
度
が
難
し
く
な
り
、
こ
の
五
戒
に
加
え
て

「
不
得
過
日
中
食
戒
」（
昼
食
以
後
食
事
を
し
な
い
）・「
不
得
歌
舞
作
楽
塗
身
香
油

戒
」（
装
身
具
・
化
粧
を
や
め
歌
舞
を
視
聴
し
な
い
）・「
不
得
坐
高
広
大
床
戒
」

（
高
く
広
い
寝
台
に
寝
な
い
）
と
な
る
（
５
）。

　

破
戒
は
俗
世
界
と
交
流
す
る
こ
と
で
生
じ
る
。
例
え
ば
平
清
盛
の
戒
師
で
も
あ

り
、
御
持
僧
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
天
台
座
主
明
雲
（
一
一
一
五
〜
一
一
八
四

年
）
は
、
大
僧
正
と
い
う
地
位
に
あ
り
な
が
ら
も
寿
永
二
年
法
住
寺
合
戦
に
参
加

し
て
流
れ
矢
で
非
業
の
死
を
遂
げ
る
。
戦
乱
の
世
と
は
い
え
、
天
台
座
主
慈
円

（
一
一
五
五
〜
一
二
二
五
年
）
は
仏
者
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
態
度
に
『
愚
管
抄
』

に
お
い
て
明
雲
を
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。
戦
乱
の
世
、
武
家
の
世
で
あ
れ
ば
こ

そ
戒
律
を
破
る
場
面
は
局
面
的
に
多
く
出
て
く
る
。

　

ま
た
、
五
戒
に
以
下
の
戒
律
を
加
え
て
、
十
善
戒
の
教
義
も
あ
る
。
宗
派
に
も

よ
る
が
、
概
ね
「
不
悪
口
（
乱
暴
な
言
葉
を
使
わ
な
い
）・
不
両
舌
（
人
を
仲
違

い
さ
せ
る
こ
と
を
言
わ
な
い
）・
不
慳
貪
（
貪
欲
に
な
ら
な
い
）・
不
瞋
恚
（
怒
ら
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な
い
）・
不
邪
見
（
誤
っ
た
見
解
を
持
た
な
い
）」
と
い
う
戒
律
で
、
狂
言
の
題
材

と
し
て
は
格
好
の
内
容
と
い
え
る
。

　

特
に
立
腹
と
い
う
テ
ー
マ
は
狂
言
で
は
多
く
扱
わ
れ
、
例
え
ば
、
狂
言
『
腹
不

立
』（
不
腹
立
）
は
「
不
瞋
恚
」
を
試
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
常
日
頃
「
腹
立
て

ず
の
正
直
坊
」
と
名
乗
る
僧
侶
が
、
そ
れ
を
試
さ
れ
、
さ
ん
ざ
ん
揶
揄
さ
れ
た
結

果
、
結
局
瞋
恚
と
な
り
腹
を
立
て
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
狂
言
の

作
品
に
は
、
暗
黙
裡
に
世
間
的
に
認
知
さ
れ
た
戒
律
の
類
を
こ
と
ご
と
く
破
り

「
笑
い
」
に
転
換
し
て
い
く
点
に
劇
的
な
醍
醐
味
が
あ
る
。
瞋
恚
は
三
毒
（
貪
毒
・

瞋
毒
・
痴
毒
）
の
一
で
も
あ
り
、
人
間
が
も
つ
根
本
的
な
煩
悩
と
も
い
え
る
が
、

僧
侶
で
あ
っ
て
も
修
行
の
過
程
で
悪
口
・
両
舌
・
慳
貪
・
瞋
恚
・
邪
見
は
、
自
分

自
身
で
さ
え
気
づ
か
ぬ
こ
と
も
あ
る
心
理
現
象
に
も
あ
る
。

　

世
俗
的
な
観
点
か
ら
、
出
家
物
で
あ
っ
て
も
「
不
飲
酒
」・「
不
邪
婬
」
に
つ
い

て
僧
侶
の
堕
落
を
描
写
し
た
『
寝
替
』
と
い
う
狂
言
が
あ
る
（
６
）。
戒
律
を
破
る
テ
ー

マ
の
『
寝
替
』
は
、
大
蔵
虎
明
本
に
あ
り
、
寺
の
住
持
（
僧
）
が
好
意
を
も
つ
酒

屋
の
後
家
の
女
主
人
に
徹
夜
で
経
を
読
も
う
と
迫
り
、
そ
れ
を
迷
惑
に
お
も
う
女

主
人
が
先
に
酔
っ
て
寝
て
い
る
新
発
意
に
小
袖
を
か
け
て
自
分
は
隣
室
で
寝
て
い

る
と
偽
り
、
住
持
は
隣
室
に
忍
び
込
み
、
新
発
意
に
抱
き
着
く
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
和
泉
流
で
は
僧
は
太
郎
冠
者
に
つ
か
ま
り
、
か
ら
か
わ
れ
て
、
様
々
な
動
物

の
鳴
き
声
を
真
似
さ
せ
ら
れ
る
。

　

ま
た
「
慳
貪
」、
あ
る
種
の
貪
欲
さ
を
描
写
し
た
作
品
に
『
泣
尼
』
が
あ
る
（
７
）。

こ
れ
は
出
家
狂
言
な
ら
で
は
の
設
定
で
あ
る
が
、
法
談
が
う
ま
く
で
き
ぬ
ゆ
え
に

泣
尼
を
雇
い
、
場
を
保
と
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
泣
尼
』
は
、
大
蔵
流
・
和

泉
流
と
も
に
現
行
曲
で
あ
る
。
泣
尼
と
は
法
談
の
場
所
で
、
有
難
い
話
に
感
涙
す

る
と
い
う
役
割
を
演
じ
る
が
職
業
的
に
法
談
を
盛
り
上
げ
る
役
と
し
て
雇
わ
れ

る
。
こ
の
狂
言
で
は
、
説
法
の
要
所
要
所
で
泣
く
べ
き
時
に
泣
か
ず
に
寝
入
っ
て

し
ま
う
尼
と
、
咳
払
い
で
起
こ
そ
う
と
す
る
住
持
と
の
対
立
が
あ
り
、
住
持
の
名

誉
欲
と
尼
の
金
銭
へ
の
執
着
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
檀
家
と
僧
侶
と
の
間
で
の

金
銭
欲
、
布
施
を
め
ぐ
っ
て
の
攻
防
戦
を
描
写
し
た
『
無
布
施
経
』
は
、「
慳
貪
」

と
執
着
を
示
し
、
読
経
を
終
え
た
の
に
檀
家
か
ら
お
布
施
が
で
な
い
こ
と
で
四
苦

八
苦
す
る
姿
に
も
み
ら
れ
、
僧
侶
の
金
銭
欲
が
あ
ら
わ
に
な
る
（
８
）。

　

題
目
と
念
仏
と
い
う
宗
旨
が
飛
び
交
う
『
宗
論
（
９
）』・『
福
部
の
神
・
勤
入
』（『
鉢

叩
』）
は
法
華
僧
と
浄
土
僧
の
宗
旨
争
い
で
芸
能
性
が
高
い
が
、
最
後
に
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
両
者
が
取
り
違
え
る
。
宗
旨
に
関
わ
る

重
大
な
間
違
い
と
も
い
え
る
が
、
こ
の
土
台
に
あ
る
登
場
人
物
の
人
間
性
が
問
題

で
、
僧
の
内
面
に
ひ
そ
む
慳
貪
、
邪
見
、
瞋
恚
な
ど
に
よ
り
両
者
が
喧
嘩
状
態
に

な
っ
て
い
る
点
で
、
出
家
と
い
う
外
面
性
と
人
物
に
求
め
ら
れ
る
徳
性
と
は
異
な

る
点
や
、
宗
教
性
、
信
仰
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
。

　

狂
言
に
お
い
て
は
、
出
家
は
自
由
出
家
と
い
う
階
層
を
批
判
し
て
い
た
。
僧
侶

の
階
層
も
寺
院
宗
派
の
中
の
権
威
機
構
が
堅
固
な
大
僧
正
か
ら
名
も
な
き
一
介
の

僧
侶
、
そ
し
て
出
自
も
し
れ
ぬ
輩
ま
で
と
出
家
者
の
対
象
領
域
は
広
い
。
狂
言
に

は
当
時
の
社
会
現
象
を
伝
え
る
内
容
も
あ
る
。
例
え
ば
、『
建
武
年
間
記
（
建
武

記
）』
に
あ
る
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）「
二
条
河
原
落
書
」
に
お
い
て
は
、
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此
比
都
ニ
ハ
ヤ
ル
物　

夜
討
強
盗
謀
綸
旨

　
　

召
人
早
馬
虚
騒
動　

生
頸
還
俗
自
由
出
家

　
　

俄
大
名
迷
者　
（
以
下
略
））
10
（

と
あ
る
。
僧
の
還
俗
や
自
由
出
家
と
い
う
社
会
現
象
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
規

制
以
前
に
僧
形
を
と
る
俗
人
の
存
在
は
一
定
数
お
り
、
狂
言
の
中
に
は
当
時
の
風

潮
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
左
近
三
郎
』（
和
泉
流
番
外
曲
『
出
家
猟

人
』）
に
は
僧
侶
を
愚
弄
す
る
た
め
、「
妻
は
い
る
か
、
酒
は
飲
む
か
」
な
ど
脅
す

場
面
が
あ
る
が
、
親
鸞
聖
人
の
い
う
「
肉
食
妻
帯
」
の
断
行
を
す
る
僧
侶
は
一
定

数
存
在
し
た
。

　

俗
人
の
剃
髪
と
出
家
を
扱
っ
た
作
品
と
し
て
は
、『
悪
坊
）
11
（

』『
悪
太
郎
』（
伯
父

の
手
に
よ
る
俄
出
家
）・『
呂
連
』
俗
人
の
俄
出
家
の
失
敗
・『
六
人
僧
』（
和
泉
流

の
み
）
騙
し
あ
い
に
よ
る
出
家
等
が
あ
る
。『
名
取
川
』
は
比
叡
山
で
受
戒
し
た

二
人
の
僧
が
出
家
名
を
忘
れ
る
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
出
家
を
簡
単
に

は
た
す
庶
民
的
な
安
易
な
世
界
観
が
背
後
に
あ
る
。

　

ま
た
す
っ
ぱ
に
よ
る
偽
仏
師
が
偽
の
仏
像
を
つ
く
る
と
い
う
話
は
『
金
津
』

（
金
津
地
蔵
） 

偽
地
蔵
・『
六
地
蔵
』
偽
仏
師
・
偽
地
蔵
、「
仏
師
」（
和
泉
流
）
偽

仏
師
に
よ
る
偽
仏
像
が
あ
る
。
こ
ち
ら
も
下
剋
上
的
な
世
界
観
か
ら
世
の
乱
れ
を

示
唆
す
る
内
容
と
な
る
が
、
無
論
「
す
っ
ぱ
」
の
小
悪
党
的
な
在
り
方
は
、
注
意

喚
起
も
兼
ね
、
反
面
教
師
的
な
存
在
に
も
な
る
。

　

他
の
出
家
物
に
つ
い
て
は
、
よ
り
世
俗
的
な
側
面
が
あ
り
、
新
発
意
も
の
は
、

大
名
狂
言
の
主
人
と
太
郎
冠
者
と
の
関
係
性
を
老
僧
と
新
発
意
と
い
う
設
定
に
す

り
替
え
た
話
と
い
え
、
入
門
し
た
て
の
若
い
僧
侶
の
失
敗
談
で
あ
る
。『
お
茶
の

水
』（
水
汲
）
は
僧
侶
の
恋
愛
、『
重
喜
』
は
老
僧
の
頭
を
剃
る
う
ち
に
、
間
違
え

て
鼻
を
剃
る
内
容
、『
花
折
』
は
新
発
意
が
花
見
客
を
禁
制
の
庭
に
い
れ
る
と
い

う
内
容
、『
骨
皮
』
は
慳
貪
で
狡
猾
な
老
僧
の
教
え
を
言
い
間
違
い
、
新
発
意
と

口
論
と
な
る
内
容
等
で
あ
る
が
、
人
物
像
と
し
て
は
若
さ
ゆ
え
に
単
純
で
無
邪
気

な
行
動
を
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
言
葉
の
表
層
し
か
受
け
取
ら
な
い
結
果
の

取
り
違
え
で
あ
る
。

　

秀
句
は
『
薩
摩
守
」
無
銭
乗
船
│
言
語
遊
戯
、
ま
た
『
地
蔵
舞
』
│
妄
語
・
飲

酒
で
、
傘
の
下
に
宿
を
借
り
る
と
い
う
頓
智
か
ら
、
地
蔵
舞
を
し
て
、
主
人
と
は

打
ち
解
け
る
。
他
に
も
、
出
家
狂
言
に
は
舞
狂
言
『
蛸
』・『
通
円
』・『
祐
善
』

（
か
さ
は
り
）・『
楽
阿
弥
』（
尺
八
）
や
、
和
泉
流
の
み
『
小
傘
』（
こ
が
ら
か

さ
）・『
大
般
若
』・『
と
ち
は
く
れ
』（
ど
ち
は
ぐ
れ
）
等
が
あ
る
。

　

で
は
、
戒
律
を
守
っ
た
果
報
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
結
末
が
迎
え
ら
れ
る
の

か
、
例
え
ば
能
『
通
小
町
』
に
お
い
て
は
「
戒
」
を
意
識
し
、
百
夜
通
い
の
有
様

を
再
現
し
て
み
せ
る
痩
せ
男
の
恋
の
妄
念
が
「
不
飲
酒
」
に
つ
い
て
戒
律
を
守
っ

た
こ
と
に
よ
り
「
仏
道
」
へ
と
つ
な
が
る
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。「
飲
酒
は
い

か
に
。
月
の
盃
な
り
と
て
も
。
戒
な
ら
ば
保
た
ん
と
。
た
だ
一
念
の
悟
に
て
。
多

く
の
罪
を
滅
し
て
」
と
あ
り
、
仏
教
的
世
界
観
か
ら
す
る
と
、
戒
律
は
人
そ
れ
ぞ

れ
に
与
え
ら
れ
た
課
題
と
も
い
え
る
。
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二　

魚
と
僧
侶

　

狂
言
『
魚
説
教
』
に
お
い
て
魚
の
名
前
が
羅
列
さ
れ
る
が
、
仏
教
と
「
魚
」
は

意
外
に
結
び
つ
き
が
強
い
。
戒
律
と
い
う
観
点
か
ら
、
当
然
魚
を
獲
る
こ
と
は
殺

生
戒
に
つ
な
が
り
、
仏
教
的
な
思
想
か
ら
は
罪
の
意
識
が
伴
う
も
の
と
な
る
。
戒

律
は
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
意
識
さ
せ
る
べ
く
魚
を
放
つ
と
い
う
行
事
が
あ
る
。

則
ち
「
放
生
会
」
は
、
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
宇
佐
八
幡
宮
の
託
宣
に
よ
っ
て
は

じ
ま
り
、
大
々
的
に
石
清
水
放
生
会
、
つ
ま
り
男
山
石
清
水
八
幡
宮
の
八
月
十
五

日
節
会
が
宮
中
節
会
に
準
じ
ら
れ
た
。「
放
生
会
」
は
八
幡
宮
を
中
心
と
し
て
全

国
的
に
分
布
す
る
が
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
命
を
慈
し
み
、
殺
生
を
戒
め
る

と
い
う
儀
式
で
あ
る
。
不
殺
生
に
つ
い
て
は
『
梵
網
経
』（『
梵
網
経
盧
舎
那
仏
説

菩
薩
心
地
戒
品
第
十
）
12
（

』）
に
あ
り
、
同
書
は
菩
薩
の
向
上
心
と
、
下
巻
で
は
菩
薩

戒
（
十
重
禁
戒
・
四
十
八
軽
戒
）
を
説
く
。
最
澄
が
こ
れ
に
基
づ
き
比
叡
山
に
大

乗
戒
壇
を
建
立
し
た
。「
放
生
会
」
は
、
鎮
護
国
家
の
た
め
の
経
典
と
さ
れ
る

『
金
光
明
最
勝
王
経
）
13
（

』
に
根
拠
が
あ
り
、
国
分
寺
・
四
天
王
寺
な
ど
で
「
最
勝
会
」

と
共
に
行
事
と
し
て
定
位
さ
れ
る
。

　

ま
た
「
節
忌
」
と
い
う
行
事
も
あ
り
、
在
家
信
者
が
戒
律
を
守
り
斎
日
に
肉
食

を
し
な
い
で
精
進
潔
斎
す
べ
き
一
定
の
日
を
指
す
。
た
と
え
ば
、『
土
佐
日
記
』

の
承
平
五
年
（
九
三
五
）
一
月
一
四
日
の
条
に
確
認
で
き
る
。
紀
貫
之
が
節
忌
し

て
い
た
内
容
が
伝
わ
る
。「
暁
よ
り
雨
降
れ
ば
、
同
じ
と
こ
ろ
に
泊
ま
れ
り
。
舟

君
節
忌
す
。
精
進
物
な
け
れ
ば
、
午
時
よ
り
後
に
、
楫
取
の
昨
日
釣
り
た
り
し
鯛

に
、
銭
な
け
れ
ば
米
を
と
り
か
け
て
落
ち
ら
れ
ぬ
」
と
あ
り
、
ま
た
承
平
五
年
二

月
八
日
に
は
「
今
日
、
節
忌
す
れ
ば
、
い
を
不
用
」
と
あ
る
）
14
（

。
中
世
社
会
に
お
い

て
精
進
が
ど
れ
ほ
ど
守
ら
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
や
は
り
宗
教
的
行
事
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
仏
教
者
は
在
家
で
あ
っ
て
も
、
当
然
精
進
潔
斎
は
求
め
ら
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。

　

一
方
、
魚
と
僧
侶
の
戒
律
を
め
ぐ
る
あ
る
種
の
問
題
提
起
と
し
て
、『
日
本
霊

異
記
」
の
下
巻
第
六
話
「
禅
師
の
食
は
む
と
す
る
魚
、
化
し
て
法
華
経
と
作
り

て
、
俗
の
誹
を
覆
す
縁
」
と
い
う
話
が
あ
り
、
魚
が
法
華
経
に
変
わ
る
奇
瑞
譚
で

あ
る
。
精
進
潔
斎
と
修
行
に
う
ち
こ
み
す
ぎ
て
体
調
不
良
と
な
っ
た
師
が
、
弟
子

に
魚
を
求
め
さ
せ
る
が
、
周
囲
の
者
に
戒
律
を
破
る
も
の
と
し
て
疑
わ
れ
誹
謗
さ

れ
る
。
し
か
し
弟
子
が
運
ん
で
い
る
の
は
「
魚
」
で
は
な
く
『
法
華
経
』
で
あ
る

と
い
う
と
、
そ
の
通
り
魚
は
『
法
華
経
』
に
か
わ
る
、
気
高
い
修
行
者
で
あ
る
仏

者
を
奇
瑞
で
守
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
戒
」
よ
り
も
「
僧
」
の
生
命

を
重
視
し
て
い
る
。「
実
の
魚
体
な
り
と
雖
も
、
聖
人
の
食
物
に
就
き
て
は
、
法

華
経
に
化
せ
り
）
15
（

」
と
い
う
。

　

精
進
を
テ
ー
マ
と
し
て
戯
文
調
で
綴
っ
た
滑
稽
味
の
強
い
作
品
と
し
て
『
精
進

魚
類
物
語
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
室
町
末
期
の
御
伽
草
子
で
作
者
不
詳
（
一
説
に
二

条
良
基
作
）
で
あ
る
が
、
内
容
は
鮭
大
介
鰭
長
を
大
将
と
す
る
魚
類
方
が
魚
類
・

獣
類
・
貝
類
を
糾
合
し
て
団
結
し
、
納
豆
太
郎
糸
重
を
大
将
と
す
る
精
進
方
（
穀

類
・
野
菜
・
果
物
・
海
藻
な
ど
）
と
の
合
戦
を
擬
人
化
し
て
描
い
た
物
語
で
、
鮭

大
介
は
鍋
の
城
に
籠
り
討
死
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
の
序
文
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な
ど
を
も
じ
り
『
魚
鳥
平
家
』
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
ち
ら
も
精
進
の
勝
利
と
い
う

内
容
で
あ
る
が
、
魚
が
鍋
の
中
に
入
る
の
で
教
え
と
い
う
よ
り
は
諧
謔
的
効
果
と

な
っ
て
い
る
。

　

視
点
の
問
題
と
し
て
、
殺
生
戒
が
魚
類
側
か
ら
描
写
さ
れ
る
作
品
が
あ
る
。
僧

と
魚
と
が
入
れ
替
わ
り
殺
生
さ
れ
る
側
の
転
生
の
体
験
に
つ
い
て
語
る
『
雨
月
物

語
』
夢
応
の
鯉
魚
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
安
時
代
「
延
長
の
こ
ろ
」（
九
二
三
〜

九
三
一
年
）
三
井
寺
の
興
義
と
い
う
僧
侶
の
話
で
、
画
僧
の
興
義
が
息
絶
え
て
鯉

魚
に
化
身
し
、
三
日
後
蘇
生
し
た
と
い
う
奇
異
な
物
語
と
な
っ
て
い
る
）
16
（

。
ま
た
舞

狂
言
『
蛸
』
も
、
蛸
の
幽
霊
が
登
場
す
る
作
品
で
、
大
蛸
が
擬
人
化
さ
れ
つ
つ
、

漁
師
の
網
に
捉
え
ら
れ
身
を
切
ら
れ
て
食
さ
れ
最
期
を
遂
げ
た
さ
ま
を
語
り
供
養

を
頼
む
と
い
う
筋
で
、
殺
生
さ
れ
る
側
の
祟
り
や
無
念
を
諧
謔
的
に
伝
え
る
内
容

で
あ
り
、「
生
」
の
尊
重
、
殺
生
へ
の
抗
議
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
魚
と
関
係
す
る
俄
坊
主
が
登
場
す
る
作
品
は
出
家
狂
言
の
中
で
一
系
列

を
な
す
。『
魚
説
教
』（
和
泉
流
・
魚
説
法
）
と
『
惣
八
』（
宗
八
）
で
あ
る
。『
惣

八
』（
宗
八
）
は
、
僧
侶
で
あ
っ
た
シ
テ
惣
八
が
還
俗
し
俄
料
理
人
と
し
て
主
人

に
抱
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
じ
く
仕
え
る
ア
ド
の
俄
僧
は
も
と
料
理
人
で
あ
る
。
主

人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
読
経
と
魚
料
理
を
命
じ
る
が
経
験
値
の
少
な
い
両
者
は
う
ま
く

出
来
ず
、
互
い
の
仕
事
を
取
り
換
え
、
俄
僧
侶
が
魚
料
理
を
し
、
俄
料
理
人
が
経

を
読
む
結
果
と
な
る
。
演
能
記
録
は
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
） 

六
月
五
日
・
江
戸

城
二
之
丸
慰
み
能
（
大
蔵
弥
太
郎
）
か
ら
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
五
月

二
十
五
日
・
江
戸
城
西
丸
奥
能
（
鷺
寛
太
郎
・
触
流
し
御
能
組
）
ま
で
、
三
十
三

例
あ
り
江
戸
城
二
之
丸
、
西
丸
の
慰
み
能
と
い
う
例
が
多
い
こ
と
よ
り
、
取
り
違

え
の
面
白
さ
を
楽
し
む
作
品
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

狂
言
「
魚
説
教
」
は
大
蔵
流
の
名
称
で
あ
り
、『
魚
説
法
』
は
和
泉
流
・
鷺
流

（
魚
談
義
も
あ
り
）
の
名
称
で
、
内
容
は
類
似
し
て
い
る
。
元
禄
三
年
七
月

二
十
八
日
の
尾
張
藩
能
組
に
は
「
魚
説
法　

山
脇
源
助
」
の
記
録
が
あ
る
。
一
方

大
蔵
虎
明
本
に
あ
る
こ
と
か
ら
上
演
は
さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、『
魚
説
教
』
の

上
演
記
録
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
幕
府
下
な
ど
の
公
的
な
場
で
は
、
そ
ぐ
わ
な
い

内
容
だ
っ
た
の
か
。
僧
侶
を
愚
弄
す
る
結
果
に
も
な
り
う
る
た
め
の
配
慮
か
。

　

ま
ず
「
説
教
」
と
「
説
法
」
と
い
う
意
味
は
類
義
語
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

味
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
説
教
」
と
は
、
仏
教
の
教
え
、
仏
の
教
え
を
説
き
聞
か
せ
る
こ
と
で
あ
り
、

三
宝
が
「
仏
・
法
・
僧
」
で
あ
り
、
釈
迦
如
来
と
そ
の
説
い
た
教
え
（
法
典
）
と

そ
れ
を
伝
え
る
僧
侶
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
仏
の
「
一
代
経
」
す
な
わ
ち
、
釈
迦

が
悟
り
を
開
い
て
か
ら
入
滅
す
る
ま
で
の
様
々
な
教
え
は
重
要
視
さ
れ
、
語
ら
れ

た
。「
釈
迦
一
代
の
説
教
」
と
い
う
場
合
に
は
、
経
典
に
も
多
く
例
が
見
ら
れ
、

例
え
ばお

ほ
よ
そ
一
代
の
説
教
に
す
べ
て
み
え
ざ
る
と
こ
ろ
は
、
諸
仏
の
あ
ひ
是
非

す
る
仏
語
な
り
。）
17
（

 

（『
正
法
眼
蔵
』
十
方
）　

と
い
う
場
合
や
、
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夫
諸
宗
の
こ
こ
ろ
ま
ち
ま
ち
に
し
て
、い
づ
れ
も
釈
迦
一
代
の
説
教
な
れ
ば
、

ま
こ
と
に
こ
れ
殊
勝
の
法
な
り
。も
と
も
如
説
に
こ
れ
を
修
行
せ
ん
ひ
と
は
、

成
仏
得
道
す
べ
き
こ
と
さ
ら
に
う
た
が
ひ
な
し
）
18
　（

 

蓮
如
『
御
文
章
』（
三
帖
・
第
二
）

に
あ
り
、
釈
迦
を
起
点
と
し
て
信
仰
の
在
り
方
が
統
一
的
に
語
ら
れ
る
。

　

説
教
と
い
う
場
合
に
は
『
日
葡
辞
書
』
に
も
「Xetqiô （
セ
ツ
キ
ョ
ウ
）。
ま
た

は
、Xecqiô 

（
セ
ッ
キ
ョ
ウ
）。
ト
キ
ヲ
シ
ユ
ル
」
と
な
る
。
仏
の
教
え
を
説
き

聞
か
せ
る
こ
と
、
宗
旨
を
説
き
聞
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
説
法
」
と
い
う
場
合
に
は
、
説
教
と
類
似
の
意
味
で
、
仏
の
教
え
を
説
き
伝

え
る
こ
と
で
あ
り
、
釈
迦
は
対
機
説
法
、
す
な
わ
ち
相
手
の
能
力
に
応
じ
た
教
え

方
で
説
い
た
。
三
施
の
一
で
あ
る
「
法
施
」
と
は
人
に
仏
の
教
え
を
説
い
て
聞
か

せ
る
こ
と
か
ら
も
、
説
法
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
説
法
の
中
で
経
を
読
み
経
文
を

唱
え
る
こ
と
も
、
僧
侶
に
と
っ
て
重
要
な
活
動
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

和
泉
流
現
行
曲
の
『
魚
説
法
』
の
方
は
、
漁
師
出
身
の
新
発
意
が
、
寺
の
和
尚

の
留
守
に
供
養
を
頼
ま
れ
、
お
布
施
ほ
し
さ
に
お
経
を
知
ら
ぬ
に
も
か
か
わ
ら
ず

法
談
を
引
き
受
け
て
し
ま
い
、
魚
の
名
を
つ
づ
り
説
法
を
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
こ
ち
ら
は
新
発
意
の
皮
相
な
愚
か
さ
が
強
調
さ
れ
、
お
布
施
と
い
う
金
銭
欲

が
機
能
し
、
ま
た
主
人
公
が
若
い
未
経
験
の
新
発
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
狂
言
の
内

容
と
し
て
は
よ
り
軽
や
か
な
設
定
と
な
る
。

　

こ
の
種
の
主
人
公
は
出
家
者
と
し
て
胡
乱
な
人
物
で
あ
る
。『
大
蔵
虎
明
本
』

に
お
い
て
は
、

　

是
は
津
の
国
、
兵
庫
の
浦
の
漁
師
の
成
れ
る
果
て
に
て
ご
ざ
あ
る
。
か
や

う
の
姿
に
な
る
事
も
、
浮
き
世
の
体
を
お
も
ん
み
る
に
、
風
の
前
の
と
も
し

火
、
芙
蓉
の
水
に
浮
か
み
、
朝
顔
の
日
陰
を
待
た
ぬ
体
な
る
に
、
明
け
暮
れ
、

猟
悪
ば
か
り
い
た
し
、
後
世
の
事
は
取
り
沙
汰
も
い
た
さ
ぬ
事
、
浅
ま
し
き

身
と
存
じ
、
ふ
つ
と
思
ひ
出
し
、
元
結
切
つ
て
、）
19
（

と
い
う
漁
師
か
ら
俄
出
家
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
当
然
「
成
れ
る
果
て
」
と
い
う

場
合
に
は
、
漁
師
と
し
て
没
落
し
た
結
果
の
自
由
出
家
、
零
落
し
た
様
子
を
伝
え

る
。
本
質
的
な
帰
依
と
い
う
よ
り
は
、
自
由
出
家
と
し
て
の
無
常
観
を
し
め
す
。

当
然
高
潔
な
精
神
性
は
な
い
。
表
現
と
し
て
は
同
時
代
的
な
陳
腐
と
さ
え
い
え
る

定
型
句
の
無
常
観
で
あ
り
「
風
の
前
の
と
も
し
火
」
は
「
一
生
是
風
前
之
燭 

万

事
皆
春
夜
之
夢
」（『
往
生
講
式
』）、「
芙
蓉
」
は
蓮
の
異
名
で
、
蓮
が
水
に
浮
か

ぶ
の
は
、
仏
教
で
の
極
楽
の
池
に
生
え
て
お
り
そ
の
葉
は
仏
菩
薩
の
台
座
で
あ
る

と
い
う
仏
教
的
志
向
性
で
あ
り
、「
朝
顔
の
日
陰
を
待
た
ぬ
身
」
は
無
常
の
象
徴

で
あ
る
。三　

魚
説
教

　
『
魚
説
教
』
の
作
品
の
醍
醐
味
は
、
説
教
の
場
面
の
聴
覚
的
効
果
で
あ
る
。
仏

教
的
な
音
の
響
き
に
模
し
て
、
恰
も
経
文
で
あ
る
か
の
よ
う
に
魚
の
名
前
を
羅
列

し
た
点
に
あ
る
。
説
教
の
場
面
で
あ
る
が
、
先
に
『
大
蔵
虎
明
本
』
の
該
当
箇
所

を
み
て
い
こ
う
。

　

い
で
い
で
魚
説
教
一
座
述
べ
ん
と
て
、い
か
（
烏
賊
）
に
も
す
す
き
（
鱸
）
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に
煤
け
た
る
、黒
鯛
の
色
の
衣
を
着
て
、乾
鮭
色
の
袈
裟
を
か
け
、す
し
（
鮓
）

し
や
う
の
数
珠
を
つ
ま
ぐ
り
、
導
師
は
高
麗
鮫
の
上
に
の
し
（
熨
斗
）
の
し

と
、
は
へ
（
鮠
・
這
）
の
ぼ
り
、
鰐
口
、
泥
鰌
ど
で
う
と
打
ち
鳴
ら
し
、
先

づ
説
法
を
す
る
め
（
鯣
）
な
り
、
い
か
（
烏
賊
・
如
何
）
に
も
よ
き
き
き
て
、

ふ
く
（

）
つ
つ
み
し
、
う
や
ま
つ
て
申
す
。

　

こ
の
箇
所
は
「
い
ざ
、
で
は
説
教
一
座
述
べ
ん
と
、
如
何
に
も
す
す
け
に
す
す

け
た
る
黒
色
の
衣
を
き
て
、
乾
鮭
色
の
袈
裟
を
か
け
、
水
晶
の
数
珠
を
つ
ま
ぐ
り

な
が
ら
、
導
師
は
高
麗
縁
の
上
に
の
し
あ
が
り
、
這
い
上
り
、
鰐
口
を
、
ど
で
う

ど
で
う
と
打
ち
鳴
ら
し
、
先
説
法
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
如
何
に
も
よ
く
聞
い
て

含
み
な
さ
い
。
敬
っ
て
申
す
。」
と
い
う
内
容
で
、
説
教
を
始
め
る
際
の
形
式
上

の
事
項
、
法
衣
・
袈
裟
・
数
珠
に
よ
り
「
導
師
」
へ
と
変
身
し
、
説
教
が
始
ま

る
。　

一
代
教
主
、
さ
け
（
鮭
・
釈
迦
）
如
来
、
ふ
り
こ
（
鰤
）
の
菩
薩
に
申
し

て
申
さ
ば
、
か
れ
い
（
鰈
）
経
を
な
ら
ふ
と
も
な
ま
ず
（
鯰
・
な
ま
じ
）
に

は
な
ら
ふ
べ
か
ら
ず
。
ゑ
び（
蝦
）の
な
か
な
る
ざ
こ（
雑
魚
）を
た
い（
鯛
）

ら
げ
、
あ
ぢ
（
鯵
）
む
つ
（

）
も
は
や
（
鮠
）
く
、
た
す
か
り
た
く
も
い

は
し
（
鰯
）、
こ
ひ
（
鯉
）
ね
が
う
は
、
ふ
な
（
鮒
）
ら
く
せ
か
い
へ
こ
ち

こ
ち
（
鯒
）
と
招
じ
ら
れ
、仏
の
た
い
（
鯛
）
は
み
な
さ
ご
し
て
い
る
か
（
海

豚
）。

　

こ
の
箇
所
は
、
魚
の
名
前
が
多
く
入
り
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
が
、
仏
教
的
な

主
軸
と
し
て
は
、「
一
代
教
主
釈
迦
如
来
、
菩
薩
に
申
し
て
い
う
に
は
、
観
無
量

寿
経
を
習
ふ
と
い
っ
て
も
な
ま
じ
に
は
習
ふ
べ
か
ら
ず
。
〜
早
く
助
か
り
た
く
も

言
は
じ
。
こ
い
願
わ
く
は
補
陀
落
世
界
へ
」
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。「
補

陀
落
世
界
」
つ
ま
り
補
陀
落
は
観
音
菩
薩
の
在
所
と
さ
れ
る
山
で
あ
り
、
日
本
に

お
い
て
は
海
上
他
界
観
と
捨
身
行
が
融
合
し
た
観
音
信
仰
に
よ
っ
て
独
自
の
信
仰

形
態
で
、
日
光
山
、
那
智
山
な
ど
観
音
霊
地
と
さ
れ
、
那
智
海
岸
、
室
戸
岬
や
足

摺
岬
、
有
明
海
沿
岸
に
お
い
て
、
補
陀
落
渡
海
と
い
う
船
で
漕
ぎ
出
す
補
陀
落
信

仰
・
入
水
往
生
も
あ
っ
た
た
め
、
実
在
の
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
親
不
孝
を
戒
め
る
文
言
と
な
る
。

　

ま
た
か
ど
（
鰊
）
の
こ
の
み
と
し
て
、
親
に
ふ
か
う
（
鱶
）
な
る
事
を
ぎ

ぎ
、
ゑ
ひ
（

）
と
叱
ら
る
る
事
を
き
か
ず
、
さ
め
ざ
め
（
鮫
）
と
泣
く
、

さ
れ
ば
観
音
経
の
文
に
は
ひ
だ
い
（
干
鯛
）
か
い
ら
げ
ゑ
び
（
蝦
）
観
音
力

と
も
説
か
れ
た
り
、
ま
た
、
心
経
の
文
に
い
は
く
、
阿
の
く
た
こ
（
蛸
）

三
百
三
文
の
、
代
に
て
買
う
た
る
蛸
を
仏
に
奉
れ
ば
、

　

罪
（
廉
）
の
此
の
身
と
し
て
親
不
孝
に
な
る
こ
と
で
叱
ら
れ
る
こ
と
を
き
か
ず

に
、
さ
め
ざ
め
と
泣
く
後
の
箇
所
は
「
さ
れ
ば
観
音
経
の
文
に
は
「
悲
体
戒
雷
震

　

念ね
ん
彼ぴ

観か
ん
の
ん
り
き

音
力
」
と
も
説
か
れ
た
り
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
つ
ま
り
『
観
音

経
』（『
観
音
経
普
門
品
偈
（
世
尊
偈
）』）
で
、
観
音
様
は
悲
し
み
苦
し
む
人
々
を

救
う
と
い
う
自
戒
を
雷
の
よ
う
に
身
心
に
響
か
せ
て
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
り
、「
念
彼
観
音
力
」（
観
音
様
の
力
を
念
じ
な
さ
い
）
と
い
う
語

が
『
観
音
経
』
に
多
出
す
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
心
経
の
文
に
い
は
く
、
阿
の
く
た
こ
三
百
三
文
の
、
代
に
て
」
は
、「
般
若
心
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経
の
文
に
い
は
く
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
題
に
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

『
般
若
心
経
』
に
あ
る
「
三
世
諸
仏　

依
般
若
波
羅
蜜
多
故　

得
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
」
の
箇
所
で
あ
り
、「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
はanuttarā sam

yak-

sabodhi

の
音
写
で
あ
り
、
無
上
正
等
正
覚
、
無
上
正
真
道
、
無
上
正
遍
知
と
訳

さ
れ
る
。

　

日
本
文
学
に
お
い
て
も
伝
教
大
師
最
澄
が
、
帰
朝
後
に
天
台
宗
開
祖
と
な
り
、

天
台
宗
総
本
山
で
あ
る
比
叡
山
延
暦
寺
の
根
本
中
道
を
建
立
す
る
時
の
和
歌
に

よ
っ
て
、「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
と
い
う
存
在
が
非
常
に
有
名
に
な
っ
た
。

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

比
叡
山
中
堂
建
立
の
時

あ
の
く
た
ら　

さ
み
や
さ
ほ
た
の　

ほ
と
け
た
ち　

わ
か
た
つ
そ
ま
に　

み

や
う
か
あ
ら
せ
た
ま
へ

阿
耨
多
羅　

三
藐
三
菩
提
の　

仏
た
ち　

我
た
つ
杣
に　

冥
加
あ
ら
せ
た
ま

へ

こ
の
和
歌
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
仏
事
」
六
〇
二
番
や
『
新
古
今
和
歌
集
』

巻
二
十
釈
教
歌
一
九
二
〇
番
、『
歌
枕
名
寄
』
六
〇
三
一
番
他
に
引
用
さ
れ
、
比

叡
山
を
象
徴
す
る
和
歌
と
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
慈
円
が
こ
の
歌
を
本
歌
と
し

て
「
お
ほ
け
な
く 

う
き
世
の
民
に 

覆
ふ
か
な 

我
が
立
つ
杣
に 

墨
染
の
袖
」（『
千

載
和
歌
集
』
巻
第
十
七
雑
中
一
一
三
七
番
、『
小
倉
百
人
一
首
』
九
五
番
）
20
（

）
と
詠

み
百
人
一
首
入
首
に
よ
り
人
口
に
膾
炙
す
る
。

　

こ
の
箇
所
は
「
蛸
を
仏
に
」
奉
る
展
開
に
な
っ
て
い
る
が
、
仏
教
用
語
と
し
て

「
他
己
」
と
い
う
語
も
あ
り
、
こ
れ
は
自
己
と
い
う
認
識
に
対
す
る
他
己
で
あ
り
、

自
己
も
他
己
も
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
万
法
に
証
せ
ら
る
ゝ
と
い
ふ
は
、

自
己
の
身
心
を
よ
び
他
己
の
身
心
を
し
て
脱
落
せ
し
む
る
な
り
」『
正
法
眼
蔵
』

現
成
公
按
〕
と
い
う
。

　

今
日
の
説
法
は
是
ま
で
な
り
、相
残
る
所
は
、名
吉
申
す
べ
し
、か
に
（
蟹
）

し
く
ど
く
ぎ
ぎ
う
を
、
一
切
か
つ
お
（
鰹
）
に
よ
ら
ず
、
な
ま
だ
こ
な
ま
だ

こ
（
生
蛸
）、
は
も
あ
み
だ
、
は
も
あ
み
だ
、
は
も
あ
み
だ
、
は
も
あ
ゆ
た

こ

　
「
か
に
し
く
ど
く
ぎ
ぎ
う
を
」
か
ら
の
箇
所
は
、
天
台
宗
・
真
言
宗
の
回
向
文

「
願
以
此
功
徳
、
普
及
於
一
切
、
我
等
与
衆
生
、
皆
共
成
仏
道
」（
が
ん
に
し
く
ど

く 

ふ
ぎ
ゅ
う
お
い
っ
さ
い 

が
と
う
よ
し
ゅ
じ
ょ
う 

か
い
ぐ
じ
ょ
う
ぶ
つ
ど
う
）

に
対
応
す
る
。
こ
れ
は
「
願
わ
く
は
此
の
功
徳
を
以
っ
て
、
普
く
一
切
に
及
ぼ

し
、
我
等
と
衆
生
と
、
皆
共
に
仏
道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
」（『
法
華
経
』
化
城
喩
品

第
七
）
で
あ
り
、
皆
が
一
緒
に
悟
り
を
得
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
い
う
内
容
と
し
て

人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
。
そ
し
て
「
生
蛸
、
生
蛸
、
生
蛸
」
の
箇
所
は
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
擬
音
「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
」
を
早
口
で
唱
え
る
と
音
声
的
に
聞
こ
え
る

聴
覚
的
錯
覚
で
あ
り
、
続
く
「
鱧
阿
弥
陀
、
鱧
阿
弥
陀
、
鱧
阿
弥
陀　

鱧
鮎
蛸
」

は
、「
南
無
阿
弥
陀
、
南
無
阿
弥
陀
、
南
無
阿
弥
陀
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
対
応

し
て
い
る
。

　

経
典
と
し
て
は
、『
観
音
経
』・『
般
若
心
経
』・『
法
華
経
』
の
著
名
な
文
に
触

れ
つ
つ
も
、
戯
作
と
し
て
魚
の
名
前
を
織
り
込
ん
で
「
笑
い
」
を
醸
成
す
る
点
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で
、
説
教
と
い
う
形
式
で
仏
教
的
な
尊
い
教
え
を
垂
れ
る
体
裁
を
と
り
な
が
ら
、

生
臭
坊
主
と
い
う
世
界
観
を
繰
り
広
げ
る
。
こ
の
仏
教
的
世
界
を
示
唆
し
つ
つ
言

語
的
に
は
魚
を
羅
列
す
る
と
い
う
戯
文
を
た
ど
り
、
世
界
が
二
重
に
進
行
す
る
こ

と
で
、
逆
説
的
に
仏
教
の
広
範
な
受
容
の
在
り
方
、
既
に
日
常
の
領
域
に
ま
で
わ

か
ち
が
た
く
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
中
で
「
笑
い
」
は
ど
こ
に
あ
る
か

と
い
え
ば
、
ア
ド
が
シ
テ
を
否
定
す
る
の
を
契
機
に
「
魚
」
名
に
意
識
が
集
中

し
、
一
見
す
れ
ば
経
典
の
読
誦
に
聞
こ
え
つ
つ
、
仏
説
の
意
味
を
逸
脱
し
た
音
の

羅
列
に
な
り
、
魚
に
意
識
を
転
換
さ
せ
る
点
に
あ
る
。

四

　

さ
て
一
方
で
『
天
正
狂
言
本
』
に
は
同
じ
趣
向
の
「
鳥
説
教
」
と
い
う
「
説

教
」
の
文
言
を
鳥
に
託
し
た
類
似
の
趣
向
の
狂
言
が
あ
る
。『
天
正
狂
言
本
全
注
）
21
（

』

に
詳
し
い
が
、
鳥
の
名
前
を
説
法
に
織
り
込
ん
だ
も
の
で
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。　

仏
、
観
無
量
寿
経
を
説
き
た
ま
ふ
と
言
つ
は

　

と
き
（
朱
鷺
・
時
）
に
さ
き
そ
ん
（
鷺
・
釈
尊
）、わ
し
（
鷲
）
の
高
ね
（
霊

鷲
山
）
に
て
、し
ほ
色
の
衣
を
め
し
、同
じ
色
の
く
わ
ら
（
掛
落
）
さ
き
（
鷺
）

を
つ
ほ
り
の
上
よ
り
か
け
す
（
橿
鳥
）、
し
と
し
と
と
あ
ゆ
み
よ
り
、
い
す

か
（
鶍
）
の
上
に
と
び
（
鳶
）
あ
が
り
し
も
く
お
つ
鳥
、
か
も
（
鴨
）
四
十

か
ら
（
四
十
雀
）
か
ら
と　

う
と
ふ
や
す
か
た
（
善
知
鳥
安
方
）、
つ
み
ふ

か
き
ご
い
（
五
位
鷺
）
し
や
う
の
う
そ
（
鷽
）
雲
（
五
障
の
薄
雲
）
は
れ
が

た
し
。
口
お
し
（
鴛
）
く
あ
さ
ま
し
こ
お
も
へ
ど
も
、
お
も
し
ろ
く
御
口
を

つ
は
め
（
燕
）
て
、
人
を
す
す
め
（
雀
）
て
こ
の
り
を
と
き
た
ま
ふ
。

　

こ
の
箇
所
の
仏
教
的
な
意
味
は
、
釈
尊
（
釈
迦
）
が
霊
鷲
山
で
『
観
無
量
寿

経
』
を
説
い
た
と
き
の
様
子
を
再
現
し
て
い
る
。「
時
に
釈
尊
、
鷲
の
御
山
（
霊

鷲
山
）
に
て
し
ほ
色
の
衣
を
召
し
、
同
じ
色
の
掛
落
の
袈
裟
を
頭
の
上
よ
り
か
け

て
、
静
か
に
歩
み
寄
り
、
椅
子
の
上
に
飛
び
あ
が
り
、
罪
深
い
五
障
の
雲
晴
れ
難

し
、
口
惜
し
く
あ
さ
ま
し
い
が
御
法
を
お
と
き
に
な
る
」
と
法
を
説
法
し
た
と
い

う
場
面
に
当
た
る
。
釈
迦
が
霊
鷲
山
で
説
法
を
す
る
と
き
は
、
美
し
い
奇
瑞
が
お

こ
る
が
、
例
え
ば
『
梁
塵
秘
抄
』
の
歌
謡
で
は
、

　

鷲
の
御
山
の
法
の
日
は
、
曼
陀
羅
曼
殊
の
華
降
り
て
、
栴
檀
沈
水
満
ち
匂

ひ　

六
種
に
大
地
ぞ
動
き
け
る
」〔
梁
塵
秘
抄
・
法
華
経
二
十
八
品
の
歌　

序
品　

五
八
番
〕）
22
（

と
描
写
さ
れ
る
。
釈
迦
の
説
法
を
印
象
づ
け
る
描
写
と
い
え
る
。

　

こ
の
『
観
無
量
寿
経
』
は
、
隋
・
唐
代
に
広
く
流
布
し
た
『
仏
説
観
無
量
寿

経
』
で
『
観
経
』
と
も
い
う
。
浄
土
三
部
経
の
一
つ
で
あ
る
。
概
容
は
、
印
度
の

王
舎
城
に
て
太
子
阿
闍
世
が
悪
逆
を
働
き
、
父
王
頻
婆
娑
羅
を
殺
害
、
母
后
韋
提

希
を
幽
閉
し
た
無
道
な
行
い
を
機
縁
と
し
て
、
釈
尊
が
韋
提
希
に
応
じ
て
、
阿
弥

陀
仏
と
西
方
極
楽
浄
土
を
観
想
す
る
た
め
の
十
三
種
の
観
法
を
説
き
、
さ
ら
に
九

品
往
生
を
三
種
の
観
法
で
示
し
、
浄
土
往
生
信
仰
を
説
明
し
た
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
周
知
の
と
お
り
善
導
（
六
一
三
│
六
八
一
）
か
ら
称
名
念
仏
と
し
て
法
然

（
源
空
。
一
一
三
三
│
一
二
一
二
）
に
受
け
継
が
れ
浄
土
教
に
影
響
を
与
え
る
。



11　（原田香織）

　
『
観
無
量
寿
経
』
に
あ
る
内
容
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
三
・
二
十
七
語
「
阿

闍
世
王
殺
父
王
語 

第
（
廿
七
）
23
（

）」
に
も
あ
り
、
阿
闍
世
王
の
極
悪
非
道
ぶ
り
を
余

す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
が
、
母
后
韋
提
希
夫
人
の
悲
願
の
一
代
教
主
釈
迦
牟
尼
如

来
へ
の
祈
り
が
あ
る
。「
願
く
は
、
一
代
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
、
我
が
苦
患
を
助

け
給
へ
。
仏
法
に
は
遇
乍
ら
、
邪
見
の
子
の
為
に
殺
さ
れ
な
む
と
す
。
目
犍
連
は

在
す
や
。
我
が
為
に
慈
悲
を
垂
て
、
八
斎
戒
を
授
け
給
へ
。
後
生
の
資
粮
と
せ

む
」
と
。
こ
の
話
か
ら
阿
闍
世
王
・
韋
提
希
夫
人
・
一
代
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
・

『
観
無
量
寿
経
』
は
、
関
係
性
が
強
く
そ
の
後
阿
闍
世
王
が
仏
教
に
帰
依
す
る
と

い
う
経
緯
も
あ
り
、
釈
迦
の
御
法
の
尊
さ
を
伝
え
る
。

　

続
い
て
、「
鳥
説
教
」
に
お
い
て
は
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

　

心
さ
し
は
の
者
、み
み
つ
く
（

）
み
み
つ
く
こ
れ
を
ち
や
う
ま
（
聴
聞
）

し
て
、
ほ
た
ひ
（
菩
提
）
を
お
こ
し
、
千
に
う
寺
（
泉
涌
寺
）
の
て
ら
つ
つ

き
（
啄
木
鳥
）
に
参
。
鶯
同
音
に
法
花
き
や
う
（
法
華
経
）
を
夜
た
か
（
夜

鷹
・
読
）、此
鳥
あ
か
時
の
や
ま
め
か
ら
す
（
烏
）
も
ろ
と
も
に
、こ
く
う
（
虚

空
）
を
渡
る
時
鳥
、
我
と
我
名
を
よ
ふ
子
鳥
（
呼
子
鳥
・
呼
ぶ
）、
こ
た
ふ

る
我
を
し
ら
さ
き
（
白
鷺
・
知
ら
ず
）
や
、
う
か
り
（
鴻
・
憂
か
り
）
と
こ

れ
を
お
も
ひ
つ
つ
、
た
だ
ぢ
ひ
（
慈
悲
）
の
心
の
も
ち
鳥
（
黐
鳥
）
の
、
仏

法
僧
（
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
）
を
く
や
う
（
供
養
）
す
な
り
。

　

仏
法
に
志
す
者
は
、
耳
を
つ
け
て
聴
聞
し
て
菩
提
心
を
起
こ
し
、
泉
涌
寺
の
寺

続
き
に
参
詣
し
て
、
法
華
経
を
読
む
、
鳥
が
虚
空
を
と
ぶ
と
き
我
名
を
呼
ぶ
が
こ

た
え
る
自
分
を
知
ら
ぬ
の
か
、
慈
悲
の
心
を
も
っ
て
「
仏
法
僧
」
三
宝
を
供
養
す

る
の
で
あ
る
。
和
歌
に
お
い
て
鳥
を
詠
む
伝
統
は
、
歌
題
と
し
て
伝
統
的
で
あ

り
、
仏
法
僧
に
つ
い
て
は
、
鳥
の
名
前
、
鳴
き
声
で
あ
る
。

　
『
新
撰
和
歌
六
帖
）
24
（

』
第
六
・
鳥
に
は
「
光
俊
」
二
五
五
二
番
（『
歌
枕
名
寄
』

一
二
九
五
番
）

ま
つ
の
を
の　

み
ね
し
つ
か
な
る　

あ
け
ほ
の
に　

あ
ふ
き
て
き
け
は　

ふ

つ
ほ
う
そ
う
な
く

松
の
尾
の　

峰
静
か
な
る　

曙
に　

仰
ぎ
て
聞
け
ば　

仏
法
僧
な
く

　
『
正
治
初
度
百
首
』
慈
円
六
九
七
番
（『
夫
木
抄
』
一
二
九
一
一
番
）

わ
か
く
に
は　

み
の
り
の
み
ち
の　

ひ
ろ
け
れ
は　

と
り
も
と
な
ふ
る　

ふ

ほ
ふ
そ
う
か
な

わ
が
国
は　

御
法
の
道
の　

広
け
れ
ば　

鳥
も
唱
ふ
る　

仏
法
僧
か
な
）
25
　（

と
正
統
的
な
和
歌
も
あ
る
。
つ
ま
り
鳥
自
体
は
王
朝
時
代
か
ら
伝
統
的
に
和
歌
の

歌
語
と
も
な
り
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
で
は
「
鳥
」「
は
な
ち
と
り
」「
ひ
な
と
り
」

「
鶴
」「
雁
」「
帰
雁
」「
鶯
」「
杜
鵑
」「
呼
子
鳥
」「
鴫
」「
鴉
」「
鷺
」「
は
こ
と

り
」「
か
ほ
と
り
」「
鵲
」「
百
舌
鳥
」「
水
鶏
」
と
和
歌
で
学
ぶ
べ
き
題
材
と
し
て

重
要
と
な
る
。
鳥
・
魚
と
い
っ
た
場
合
に
は
殺
生
禁
断
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る

が
、
鳥
自
体
は
そ
の
鳴
き
声
を
楽
し
み
聴
覚
的
に
内
面
意
識
に
存
在
を
訴
え
る
こ

と
か
ら
、
美
的
な
歌
語
と
し
て
定
位
さ
れ
る
点
で
、
歌
道
仏
道
一
如
観
と
い
う
価

値
観
か
ら
も
、
鳥
を
導
入
す
る
世
界
観
と
し
て
は
、「
も
じ
り
」
で
あ
っ
て
も
仏

教
的
な
世
界
観
と
は
乖
離
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

又
鶴
は
た
か
（
鷹
）
な
る
人
を
見
て
、
い
か
に
く
く
い
（
鵠
）
て
さ
む
か
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る
ら
ん
。
山
か
ら
（
山
雀
）
こ
か
ら
（
小
雀
）
木
を
と
り
出
し
、ひ
た
き
（
鶲
）

あ
て
て
の
そ
な
後
に
、
あ
ら
ひ
は
り
（
雲
雀
・
洗
張
り
）
や
何
か
な
く
ゐ
な

（
水
鶏
）
ゐ
な
と
夕
つ
げ
（
木
綿
付
鳥
）
の
、
時
き
し
（
雉
）
を
も
と
め
あ

と
り
（
花
鶏
）
な
は
、
こ
れ
ぞ
則　

の
し
ぎ
（
鴫
）、
菩
薩
の
願
に
ま
さ
る

べ
き
。
雁
に
鴫
と
く
ふ
く
ろ
う
（
梟
）
を
ゑ
ん
さ
ひ
、
鳩
を
し
ゆ
生
か
る
こ

（
鴨
）
成
仏
道
、
し
ゆ
生
し
ゅ
生
と
う
ん
お
つ

　
　

此
つ
き
は
明
日
と
き
候
へ
し
。
ち
ん
ち
ん
。

　

こ
の
箇
所
は
、
鶴
は
裸
の
人
に
凍
え
て
寒
か
ろ
う
と
山
か
ら
木
を
と
り
出
し
火

を
く
べ
て
そ
の
後
に
選
択
を
し
て
食
べ
物
を
与
え
、
お
と
き
（
斎
）
を
与
え
る
な

ら
ば
、
こ
れ
は
文
殊
の
識
、
菩
薩
の
願
に
ま
さ
る
べ
し
、
と
い
う
内
容
で
善
行
の

実
践
を
推
奨
し
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。「
雁
に
鴫
と
〜
成
仏
道
」
の
箇
所
は
、

先
の
天
台
宗
回
向
文
「
願
以
此
功
徳
、
普
及
於
一
切
、
我
等
与
衆
生
、
皆
共
成
仏

道
」（
が
ん
に
し
く
ど
く 

ふ
ぎ
ゅ
う
お
い
っ
さ
い 

が
と
う
よ
し
ゅ
じ
ょ
う 

か
い

ぐ
じ
ょ
う
ぶ
つ
ど
う
）
に
よ
り
そ
の
結
び
と
し
て
「
衆
生
、
衆
生
云
々
、
こ
の
次

は
明
日
説
き
候
べ
し
、
ち
ん
ち
ん
（
鉦
の
音
）」
で
終
わ
る
。

　

つ
ま
り
、
鳥
説
教
の
場
合
に
は
、
鳥
の
名
を
織
り
込
み
羅
列
し
て
い
る
点
で
は

魚
説
教
と
同
様
の
趣
向
と
い
え
る
が
、
魚
が
仏
教
的
世
界
観
か
ら
は
あ
ま
り
肯
定

さ
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
鳥
は
そ
の
囀
り
や
生
態
か
ら
「
あ
は
れ
」
と
い
う
対
象

に
な
っ
て
お
り
、「
も
じ
り
」
と
い
っ
て
も
、
美
的
表
現
に
近
似
し
て
い
る
。
こ

の
同
類
の
物
を
次
々
と
並
べ
る
物
尽
く
し
へ
の
趣
向
は
、『
枕
草
子
』
第
三
九
段

「
鳥
は
」
に
あ
る
。
長
い
章
段
で
、
和
歌
の
伝
統
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
清
少
納
言

も
力
を
入
れ
て
書
い
て
い
る
。

　

鳥
は
、
こ
と
所
の
も
の
な
れ
ど
、
鸚
鵡
い
と
あ
は
れ
な
り
。
人
の
言
ふ
ら

む
こ
と
を
ま
ね
ぶ
ら
む
よ
。
郭
公
。
水
鶏
。
鴫
。
都
鳥
。
ひ
は
。
ひ
た
き
。

　

山
鳥
、
友
を
恋
ひ
て
、
鏡
を
見
す
れ
ば
、
な
ぐ
さ
む
ら
む
、
心
わ
か
う
、

い
と
あ
は
れ
な
り
。
谷
へ
だ
て
た
る
ほ
ど
な
ど
、
心
苦
し
。
鶴
は
、
い
と
こ

ち
た
き
さ
ま
な
れ
ど
、
鳴
く
声
の
雲
居
ま
で
聞
ゆ
る
、
い
と
め
で
た
し
。
頭

赤
き
雀
。
斑
鳩
の
雄
鳥
。
た
く
み
鳥
。

　

鷺
は
、
い
と
見
目
も
見
苦
し
。
ま
な
こ
ゐ
な
ど
も
、
う
た
て
よ
ろ
づ
に
な

つ
か
し
か
ら
ね
ど
、「
ゆ
る
ぎ
の
森
に
ひ
と
り
は
寝
じ
」
と
あ
ら
そ
ふ
ら
む
、

を
か
し
。
水
鳥
、
鴛
鴦
い
と
あ
は
れ
な
り
。
か
た
み
に
ゐ
か
は
り
て
、
羽
の

上
の
霜
払
ふ
ら
む
ほ
ど
な
ど
。
千
鳥
、
い
と
を
か
し
。）
26
（

（
以
下
略
）

　

鳥
を
擬
人
的
に
捉
え
、
当
時
の
美
意
識
に
お
い
て
は
「
い
と
あ
は
れ
な
り
」

「
い
と
め
で
た
し
」「
い
と
を
か
し
」
と
い
う
評
価
に
な
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
鳥
説
教
」
の
場
合
に
は
、「
鳥
」
が
歌
語
で
あ
り
囀
り
や
飛
ぶ
姿
な

ど
美
的
な
存
在
と
し
て
漢
詩
や
和
歌
に
も
詠
ま
れ
、「
魚
」
と
い
う
殺
生
禁
断
や

「
な
ま
ぐ
さ
坊
主
」
と
い
っ
た
仏
教
者
に
ま
つ
わ
る
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
た
め
、「
魚

説
教
」
の
よ
う
な
戒
と
か
か
わ
る
禁
忌
的
な
内
容
と
は
い
え
ず
、
僧
を
愚
弄
す
る

要
素
は
感
じ
ら
れ
な
い
た
め
、
仏
教
的
な
文
言
を
も
じ
っ
て
い
て
も
、
和
歌
的
世

界
を
背
景
と
し
た
言
語
遊
戯
と
し
て
俳
諧
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
印
象
と
な
っ

て
い
る
。
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結

　

室
町
時
代
ま
で
の
五
山
制
度
に
よ
る
禅
宗
の
隆
盛
か
ら
移
行
し
、
江
戸
時
代
に

お
い
て
は
官
学
と
し
て
の
朱
子
学
の
登
場
か
ら
仏
教
に
対
す
る
意
識
も
変
化
し
て

く
る
。
身
分
制
度
と
秩
序
、
つ
ま
り
君
臣
上
下
の
関
係
を
絶
対
視
す
る
「
名
分

論
」
が
朱
子
学
の
中
心
で
、
幕
府
の
官
学
と
し
て
保
護
を
受
け
林
羅
山
な
ど
学
者

が
隆
盛
し
て
い
く
。
ま
た
朱
子
学
の
も
つ
仏
教
・
道
教
へ
の
批
判
・
対
抗
意
識
か

ら
発
し
た
言
説
は
、
三
宝
と
い
う
仏
教
的
な
枠
組
の
中
で
、
堕
落
僧
や
頽
廃
し
た

世
界
を
貶
め
る
に
十
分
で
あ
り
、
仏
教
そ
の
も
の
の
も
つ
絶
大
な
権
威
性
も
江
戸

幕
府
独
自
の
体
制
に
よ
り
変
化
し
、
出
家
物
と
呼
ば
れ
る
狂
言
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い

て
は
笑
い
の
対
象
に
定
位
さ
れ
る
。
江
戸
幕
府
に
お
い
て
は
、
式
楽
と
し
て
の
狂

言
の
位
置
は
、
儀
式
と
し
て
の
饗
応
性
「
を
か
し
」
に
あ
る
。

　

で
は
『
魚
説
教
』
に
お
い
て
一
体
な
ぜ
、
仏
典
に
あ
る
「
音
」
の
類
似
に
拠
る

同
音
異
義
語
的
発
想
か
ら
、
僧
侶
を
自
由
出
家
の
層
に
設
定
し
、
こ
の
種
の
も
じ

り
に
よ
る
「
聖
」
か
ら
「
俗
」
へ
の
転
換
が
可
能
に
な
り
、
作
品
と
し
て
成
立
し

え
た
の
か
、
そ
れ
は
反
仏
教
的
意
図
を
込
め
た
パ
ロ
デ
ィ
の
方
向
性
な
の
か
、
む

し
ろ
仏
教
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
も
い
う
べ
き
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る

の
は
経
典
の
も
じ
り
は
、「
教
え
」
を
冒
瀆
す
る
か
否
か
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ

る
。

　

寺
院
の
階
級
制
度
の
中
で
も
、
特
定
宗
派
寺
院
に
属
さ
な
い
私
度
僧
は
奈
良
時

代
か
ら
そ
の
存
在
は
容
認
さ
れ
、
僧
と
さ
え
言
え
な
い
存
在
も
あ
っ
た
。
狂
言
の

登
場
人
物
自
体
が
、
良
識
あ
る
一
般
人
か
ら
ず
れ
た
存
在
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と

す
れ
ば
、
狂
言
は
も
と
も
と
「
を
か
し
」
の
系
譜
に
あ
り
、
戒
律
を
破
る
こ
と
で

人
間
の
煩
悩
を
露
わ
に
し
、
そ
れ
を
「
笑
う
」
こ
と
で
暗
示
的
に
仏
教
的
教
え
を

示
す
。「
魚
」
と
い
う
題
材
は
、「
放
生
会
」
と
い
う
仏
教
的
行
事
（
神
事
的
行

事
）
か
ら
も
、
そ
の
点
に
お
い
て
戒
律
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
指
示
す
る
。
仏
教

者
を
「
蛸
入
道
」・「
蛸
坊
主
」
と
い
う
場
合
に
は
、「
生
臭
坊
主
」
＝
「
蛸
」
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
侮
蔑
的
な
意
味
合
い
を
含
む
点
に
も
注
意
し
た
い
。
用
例
が

江
戸
時
代
以
後
と
な
る
が
、
蛸
入
道
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
成
立
『
古
今
夷
曲

集
』
に
お
い
て
は
、「
海
に
す
む
た
こ
入
道
も
と
は
ゞ
い
は
ん
山
の
む
か
で
か
し

つ
た
生
死
と
」
と
い
う
狂
歌
が
あ
る
が
、
志
の
低
い
堕
落
し
た
僧
侶
も
あ
る
一
定

数
存
在
し
た
こ
と
に
よ
り
、『
魚
説
教
』
の
世
界
観
が
成
立
す
る
。

　
『
魚
説
教
』
は
天
正
狂
言
本
に
は
な
く
、
大
蔵
虎
明
本
、
狂
言
六
義
、
鷺
流
保

教
本
（
名
称
は
魚
談
義
）
に
台
本
が
あ
る
が
、
古
記
録
の
上
演
回
数
か
ら
見
る
と

極
め
て
少
な
い
。
出
典
で
あ
る
経
典
の
文
言
を
知
ら
な
け
れ
ば
見
所
側
は
具
体
的

な
文
言
に
即
し
た
「
も
じ
り
」
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
ぬ
可
能
性
も
あ
る
。
音
だ

け
で
は
な
く
抑
揚
、
強
弱
、
拍
、
句
切
れ
な
ど
で
お
経
の
よ
う
に
聞
か
せ
る
、
そ

の
落
差
か
ら
面
白
さ
を
醸
成
し
た
が
、
最
初
の
設
定
、
魚
と
法
師
と
い
う
取
り
合

わ
せ
が
何
よ
り
象
徴
的
に
相
反
す
る
事
項
で
あ
り
、
奇
異
奇
抜
な
印
象
と
な
る
。

　

厳
格
に
考
え
れ
ば
、
経
典
は
一
字
一
句
違
え
る
こ
と
な
く
唱
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
し
か
し
実
際
に
は
経
典
を
読
誦
す
る
際
に
は
、
読
む
速
度
等
か
ら
も
「
音
」

が
違
う
響
き
に
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
一
方
で
、
大
般
若
経
六
百
巻
に
つ
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い
て
は
「
転
読
」
と
い
う
手
法
も
あ
り
、
例
え
ば
、『
続
日
本
紀
』
に
は
神
亀
四

年
（
七
二
七
）
二
月
・
辛
酉
「
請
二
僧
六
百
尼
三
百
於
中
宮
一
、
令
レ
転
二
読
金
剛

般
若
経
一
」
や
同
天
平
一
六
年
（
七
四
四
）
三
月
・
丁
丑
「
奉
レ
置
二
大
安
殿
一
請

二
僧
二
百
一
転
読
一
日
」
と
い
う
通
り
、
読
誦
の
方
法
が
巻
名
と
一
部
の
み
と
い

う
供
養
の
仕
方
も
あ
り
、
身
近
な
存
在
と
し
て
の
仏
教
は
、
有
難
い
も
の
と
し
て

常
に
民
衆
の
信
仰
に
根
付
き
つ
つ
身
近
に
存
在
し
て
い
る
。

　

狂
言
綺
語
思
想
が
、
世
阿
弥
の
い
う
「
仏
在
所
讚
仏
転
法
輪
の
因
縁
を
守
り
、

魔
縁
を
退
け
、
福
祐
を
招
く
」
点
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、『
魚
説
教
』
は
煩
悩

即
菩
提
と
い
う
思
想
に
支
え
ら
れ
、
菩
提
心
に
よ
っ
て
魚
の
名
前
を
羅
列
し
つ

つ
、
き
わ
め
て
冒
瀆
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
つ
つ
も
社
会
的
許
容
範
囲
の
中
に
あ
る

作
品
で
あ
る
。
し
か
し
狂
言
『
惣
八
』
の
上
演
回
数
に
比
べ
れ
ば
、
ほ
ぼ
公
的
に

上
演
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
笑
い
と
い
う
点
で
は
経
典
の
文
言
を
知
ら
な
け
れ
ば

滑
稽
味
が
わ
か
ら
な
い
点
か
ら
も
、
寺
社
芸
能
と
い
う
よ
り
は
一
人
の
人
物
に
漁

師
と
僧
侶
と
い
う
二
重
の
滑
稽
な
テ
ー
マ
設
定
が
狂
言
綺
語
思
想
と
相
ま
っ
て
作

品
と
し
て
造
型
さ
れ
た
一
曲
で
あ
り
、
経
典
の
有
難
い
言
葉
も
漁
師
に
か
か
る
と

音
の
類
似
性
に
拠
る
浅
薄
な
言
語
遊
戯
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
す
点
で
は
、
諧
謔

性
を
帯
び
た
作
品
と
い
え
る
。

注（
１
） 

『
日
本
書
紀
』
本
文
の
引
用
は
、
小
島
憲
之
氏
・
直
木
孝
次
郎
氏
・
西
宮
一
民

氏
・
蔵
中
進
氏
・
毛
利
正
守
氏
校
注
『
日
本
書
紀
』
二
（
日
本
古
典
文
学
全
集

　

小
学
館 

一
九
九
六
年
十
月
）
に
拠
る
。

（
２
） 

『
十
巻
本
伊
呂
波
字
類
抄
』
に
つ
い
て
は
、
正
宗
敦
夫
氏
校
訂
『
伊
呂
波
字
類

抄
』（
風
間
書
房　

一
九
五
五
年
八
月
）
参
照
。

（
３
） 

『
下
学
集
』
は
山
田
忠
雄
氏
監
修
『
元
和
三
年
版 

下
学
集
』（
新
生
社　

古
辞
書

叢
刊 

第
二
、一
九
六
八
年
月
）
参
照
。

（
４
） 

『
風
姿
花
伝
』
の
本
文
の
引
用
は
、
表
章
氏
校
注
『
世
阿
弥　

禅
竹
』（
日
本
思

想
大
系　

岩
波
書
店　

一
九
七
四
年
四
月
）
に
拠
る
。

（
５
） 

八
戒
（
八
斎
戒
）
に
関
し
て
は
、
平
川
彰
氏
著
『
原
始
仏
教
の
研
究
』（
春
秋
社

　

一
九
六
四
年
一
月
）
参
照
。

（
６
） 

北
川
忠
彦
氏
「
狂
言
「
寝
替
」
に
つ
い
て
」（『
国
立
能
楽
堂
』
四
九
│
二　

一
九
八
七
年
九
月
）
参
照
。

（
７
） 

稲
田
秀
雄
氏
「「
泣
尼
」
の
説
法｠

」（『
同
志
社
国
文
学
』
六
二
巻　

二
〇
〇
五

年
三
月
）
参
照
。

（
８
） 

「
無
布
施
経
」
に
つ
い
て
は
、
山
本
東
次
郎
氏
・
梅
原
猛
氏
・
天
野
文
雄
氏
「〈
鼎

談
〉
山
本
東
次
郎
に
聞
く　

狂
言
の
す
す
め
│
中
世
人
の
笑
い
と
祈
り
」（『
翁

と
観
阿
弥
』（
能
を
読
む
１
）
角
川
書
店
二
〇
一
三
年
一
月
）
参
照
。

（
９
） 

『
宗
論
』
に
つ
い
て
は
、
林
和
利
氏
・
田
口
和
夫
氏
「
狂
言
」『
中
世
の
演
劇

（
講
座
日
本
の
演
劇
）』
勉
誠
出
版
一
九
九
八
年
二
月
）、
神
田
千
里
氏
「
中
世
の

宗
論
に
関
す
る
一
考
察
」（『
仏
法
の
文
化
史
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
三
年
一

月
）
参
照
。

（
10
） 

『
建
武
年
間
記
』
に
つ
い
て
は
、
塙
保
己
一
編
『
群
書
類
従
』
第
十
七
輯
参
照
。

（
11
） 

拙
稿
「
狂
言
『
悪
坊
』
に
お
け
る
頭
陀
行
」（『
文
学
論
藻
』
九
二
号
・

二
〇
一
八
年
二
月
）
参
照
。

（
12
） 

『
梵
網
経
』
に
つ
い
て
は
、
中
村
史
氏
「『
日
本
霊
異
記
』
説
話
と
梵
網
戒
」『
伝

承
文
学
研
究
』
四
一
号　

一
九
九
三
年
三
月
）
等
参
照
。

（
13
） 

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
つ
い
て
は
、
田
村
円
澄
氏
著
『
古
代
国
家
と
仏
教
経

典
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
二
年
六
月
）
参
照
。

（
14
） 
『
土
佐
日
記
』
の
本
文
の
引
用
は
、
菊
地
靖
彦
氏
校
訂
・
訳
『
土
佐
日
記　

蜻
蛉

日
記
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
十
三　

小
学
館 

一
九
九
五
年
九
月
）
に
拠
る
。

（
15
） 
『
日
本
霊
異
記
』
の
本
文
の
引
用
は
、
中
田
祝
夫
氏
校
注
『
日
本
霊
異
記
』（
新
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編
日
本
古
典
文
学
全
集
十　

小
学
館 

一
九
九
五
年
八
月
）
に
拠
る
。

（
16
） 
『
雨
月
物
語
』
の
本
文
の
引
用
は
、
中
村
幸
彦
氏
・
高
田
衛
氏
・
中
村
博
保
氏
校

注
『
雨
月
物
語
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
十
三　

小
学
館 

一
九
九
五
年
九
月
）

に
拠
る
。

（
17
） 

『
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て
は
増
谷
文
雄
氏
『
正
法
眼
蔵
（
六
）』
全
訳
注　

講
談

社
学
術
文
庫　

二
〇
〇
五
年
四
月　

参
照
。

（
18
） 

蓮
如
『
御
文
章
』
に
つ
い
て
は
、
笠
原
一
男
氏
編
『
蓮
如　

一
向
一
揆
』
所
収

「
御
文
」
日
本
思
想
大
系　

岩
波
書
店　

一
九
七
二
年
四
月
）
参
照
。

（
19
） 

本
文
の
引
用
は
、
池
田
廣
司
氏
・
北
原
保
雄
校
注
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研

究
』
本
文
篇 

中｠

（
表
現
社 　

一
九
八
三
年
）
に
拠
る
。
大
塚
光
信
編
『
大
蔵

虎
明
能
狂
言
集
│
翻
刻 

註
解
』
下
巻
（
清
文
堂　

二
〇
〇
六
年
七
月
）
参
照
。

（
20
） 

和
歌
の
引
用
『
千
載
和
歌
集
』・『
新
古
今
和
歌
集
』
に
つ
い
て
は
『
新
編
国
歌

大
観　

勅
撰
集
』　

角
川
書
店
）
に
拠
る
。

（
21
） 

『
天
正
狂
言
本
』
所
収
「
鳥
説
教
」
に
つ
い
て
は
、
金
井
清
光
氏
著
『
天
正
狂
言

本
全
釈
』
風
間
書
房
（
一
九
八
九
年
九
月
）
参
照
。

（
22
） 

『
梁
塵
秘
抄
』
の
本
文
の
引
用
は
、
臼
田
甚
五
郎
氏
他
校
注
『
神
楽
歌　

催
馬
楽

　

梁
塵
秘
抄　

閑
吟
集
』
新
編　

日
本
古
典
文
学
全
集
四
二
（
小
学
館　

一
九
九
五
年
九
月
）
に
拠
る
。

（
23
） 

『
今
昔
物
語
集
』
の
本
文
の
引
用
は
、
今
野
達
氏
校
注
『
今
昔
物
語
集
』
新
日
本

古
典
文
学
大
系　

一
九
九
三
年
五
月　

岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

（
24
） 

『
新
撰
和
歌
六
帖
』
の
引
用
は
、
群
書
類
従
本
に
拠
る
。

（
25
） 

『
正
治
初
度
百
首
』
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
拠
る
。

（
26
） 

『
枕
草
子
』
の
本
文
の
引
用
は
、
松
尾
聡
氏
・
永
井
和
子
氏
校
注
『
枕
草
子
』
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
十
三　

一
九
九
七
年
十
一
月　

小
学
館
）
に
拠
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

魚
説
教　

狂
言
綺
語　

戒
律　

経
典
の
も
じ
り　

煩
悩
即
菩
提




